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1 . 予見し難い新世界像

司会 今回の研究会のテーマは、秩序の流動と日本の対応に関する調査研究

です。世界は新秩序の構築という大命題に直面しています。米ソ対決という国

際政治の構造がある意味では安定を保った冷戦時代に比べて全体像がぼやけて

いる今世紀末において、国際社会の共同作業は容易でないと思います。 しかし、

安全保障問題、経済問題、環境問題、人権問題、 さらには文化面の諸問題など

は、ますますボーダーレスになる気配が感ぜられ、それに伴って世界の秩序は

流動化していくものと思われます。

秩序の流動は必然的に価値観の変化につながることが予想され、新しい世界

像は予見しがたいものがあります。その間にあって日本は、まず長期的な指針

を定めるとともに、常に世界の動向を注意深 く把握しながら、時代の変化に柔

軟に対応していかなければならない。どうすれば対応を誤らずに正しい方向を

とることができるのか、今後の最重要課題になっています。このため秩序の流

動と日本の対応というテーマについて、調査、研究を行い、今度の施策の資と

したいというのが今回の目的です。

まず、中嶋 先生から天皇の訪中を含めて日中関係のお話をいただき、次いで

西原先生から東南アジア、あるいは朝鮮に至る環太平洋のアジア側の動向と日

本との関係、日本がどう対処したらいいかというお話をいただき、そして袴田

先生から、依然として動向が定かでない ロシアと日本との関係についてご専門

の立場から新たなお話をいただきたい。E Cについては猪木 先生に解説してい

ただきます。そして五百旗頭 先生から、今度は一転して日米を軸にした問題に

ついてお話し賜り、次いで中西 先生から現在の新秩序観やアジア・太平洋につ

いての取り組み方を。そして中谷 先生から日本経済、特に株価はL 5 O O円台

になりましたが、それをどうしたら建て直せるのかというような施策があれば

お聞かせいただきたい し、あるいは世界経済と日本経済との問題、かねがね

言っておられる市場メカニズムに焦点をあてて、市場メカニズムが機能してい

ない国と、アメリカを中心にした経済とがどう調和していくのか。最後に京極
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先生から7 月には参議院選挙が行われますが、日本の政治はこれからどうあ

ぺきなのかという点について、話していただければ幸いです。

2 . ！中国革命大団円の可能性も
中嶋 今回のテーマは秩序の流動と新しい日本の対応ということで＼

三年言うまでもなく、大きな国際社会の流動が見られたわけですが、その中w

やはりアジアがどうなるかは、中国の将来が依然として不確定であることを

めて、これからの大きな課題になるような気がします。そういう中で近い将

起 とるであろうことは、中国の場合、いわゆる革命第一世代の総退場です。

にノド老治国が七老治国になったわけで、これは時間とともにやがて六になり

になりという形で、中国の革命第一世代の総退場が数年のうちにやってくるで

あろう。

？ れ自体をとりますと中国の問題だけになるんですが、そのことが脱社会主

義、｜あるいは脱冷戦というような大きな国際政治の座標軸と非常に相関性が高

いのではないかという気もいたします。そうなりますと、いわば脱社会主義の

潮流は、一つにはソ連、東欧の影響の防止、これは当面今言いましたような革

命第一世代の権威、それから現実にソ連、東欧の当面の混乱、混迷という状況

の中でかろうじて防止しているわけです。

中国は沿海地方から刻一刻と市場経済が中国社会を現実に変えていますから

これを私は「南風」というのですが、香港、台湾などの影響もあって、こうし

た社会の変動というものはもはやポイント・オブ・ノーリターンです。内部か

ら変化してきていますから、そういう問題がいずれは政治の多元化を求めると

思いますし、そのことがこの数年のうちにひょっとすると合致し、一つの流れ

に収れんしていくことになると、中国革命、つまり革命国家の総決算が、ある

いは中国革命の大円団が訪れる可能性もなきにしもあらずだろうという気がし

ま官。いずれにしても、今のような政治のシステムが長期的に1 0 年、2 0 年

ともちこたえるということは、ちょっと考えられないような気がしますし、そ
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の点でも中国の将来が不確定である。

それから同時に、 いわゆる経済・社会の問題とともに民族問題、特に最近は

エスニシティーと言われるごの問題をどういうふうに考えていくかということ

は、 全世界的に起こっている国民国家の再編、 あるいは新しい分裂と統合のプ

ロセスの中で、 中国にとっても避けられない重要な問題だろうと思います。

これまでは、 これらの問題、 例えば早い話が外モンゴルと内蒙古の合併とい

うような動きが中国の中からもありましたが、 当時の外モンゴルはヤルタ体制

というか、 ヤルタ密約のもとでスターリンの影響下 にありましたから、外モン

ゴル自身がそれを拒否しました。しかし、 こういうことが国際的なエスニシ

ティーの問題の重要性の増大、 さらにはボーダーレス化が進み、 それからまた

同時に、 言うまで、もないけれども、 情報のインパクトが大きくなったため大問

題になる。そして、 特にエスニシティーの問題というのは広い意味で民主化と

いうような問題に結びついているところに、 今日のソ連の問題も含めであると

思うんです。あるいは人権というような問題までボーダーレスになづていeくわ

けで、 中国だけ例外だという論理が国際的にだんだん通用しなくなるのではな

いかという気がします。

こういう私の展望をひとつ申し上げまして、 そこで現実に日本がそうした中

国を含めたアジアとどういうふうにかかわり合っていくかを話します。私は最

近「3 つの中国」の時代ということを言い始めています。あるいは 4 つの中国

と言ってもいいと思うんですが、 中国的世界が、 最近見ていますと、 内部的に

は相互に浸透しながら、 つまり政治的に対立している台湾と大陸の間も、 人の

交流はこの3年聞に約3 0 0万近い人々が台湾から大陸を訪れるという数に

なっています。特に、 最近台湾から香港を経由して大陸に行く物資の流れは物

すごい勢いです。それから資本も同じような流れであります。そういうことを

考えると、 相互浸透の中で外部から見るとみんなそれぞれ違った政治テクニッ

クにあるように見えながら、 そこが非常に流動的で、 まさに政治の壁が低く

なっているように思います。ですから、 その辺のところを十分とらえていぐ必
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要があるのではないか。

と れからは何と言っても経済中心の時代ですから、経済規模で見ると例喧

ば 昨年の貿易総額をとると、 中華人民共和国がし3 0 0億米ドル、台湾カ

1 , t o o·億米ドル、香港は台湾からの輸出の急増、これは今までなかったこ

です。香港の広東人の世界と台湾の福建人という世界は随分違っていて、余り

仲もよくなかったのですが、このところ台湾との貿易が急増していまして、

港は2 , 0 o: 0億米ドル近い数字になっています。こういう物やお金が実際に

ジ アで動いているわけです。そういうことを考えると香港や台湾の存在は無

できないわけで、大陸中国だけが中国ではないという時代にますますなりつ

あるような気がします。

そして同時に、中国がよくなったとはいえ、香港が1 人当たりG NP 1 

2 , � 。。ドルくらいになるし、台湾が間もなく1 万ドルということになりま

と、；平均的に見て3 0倍ぐらいの格差があるわけで、今年は日中国交2 0年、

同時に日台断交2 0年ですが、2 0年前の格差はせいぜい数倍以内、今や3 0 

倍 という格差は大陸の成長も始まっているにもかかわらず、N I E S、特に台

湾や香港の成長がもっと急速だということです。

そうすると、実は我々日本人が「1 つの中国」とか「2 つの中国」、そのど

ち らかにいつも気を使い過ぎてきている聞に、現実にはこの「3 つの中国」 が

相互に相補いながら、中国的世界を拡大してきているということに余り気づい

ていないのではないかという気がします。ですから、そういう意味ではそれら

の「3 つの中国」の一種の相互浸透性ということにも注目していっていいので

は 拾いか。いずれにしましでも、そういう状況の仲で1 つはこれらの「3 つの

中国 」の聞に実際のお金や物が流れている。そういう「3 つの中国」 を日本の

あ 奇いはアジアの国際システムの中にどういうふうに受け入れていくかという

ことが、今後の重要な課題になるのではないか、できるだけ調和的にそれを受

けAれていくということが、今度の課題になるのではないかという気がします

奇 れからもう1 点は、こうしたアジアN I E Sというか、中国的世界あるい
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は中国の沿岸部の発展とともに、ある種の新しいアジア主義みたいなものが最

近、特に、一部の経済学者の聞に出てきている。いろいろな経済圏構想を次々

に描いて、華南経済圏だとか、日本海経済圏だとか、そういう一種のビジョン

が交錯 する中で、それと日本は一体化することによって、新しいアジアの国際

秩序を模索しようとするような潮流があると思うんです。

私は、それに対してむしろ日本は宿命的にアジアと一体化せざるを得ないし、

日本の周辺は、中国を含めて、常に日本に依存する部分が大きいので、日本は

その辺を論理的に日本の生存の戦略 を打 ち 立てなければならない。つまり日本

の戦後の日米関係を中心とした歩みの中で、日本の成功のかぎは、 ヨー ロッ パ

近代を受け入れてきたことであるが、それと同時に人権の問題や、これから出

てくるであろう地球環境の問題を今までのイデオ ロギー的な受けとめ方とは

違って、まさに全地球的規模の問題として重要になっていきますから、そうい

う人類の生み出した普遍的な原理に対して、 日本はもっと明確な理念 を打 ち 立

てていく必要があるのではないか。そういう意味ではアジア主義ではなくて、

グローバリズムの立場をもっとはっきりさせていくことが必要ではないかと思

います。マハティール首相の東アジア経済圏構想に対して、アメリカが非常に

大人気ない反対をしたのは、アメリカの反対を正当化するわけではないんです

が、何となくアジアが再び地球全体の中で特化されることに対するある種の不

安感が背景にあったのです。

中国は言うまでもなく、最近、特に湾岸戦争以来、そしてソ連がだめになっ

てからアメリカの単独覇権を非常に恐れる余り、ある種のアジア主義、その意

味では中国は日本が政治大国になってもいいということまで言い始めてきてい

るわけですから、そういう誘いに乗ることが、長期的に見て日本にとって大き

な問題になると思います。

ですから、天皇訪中の問題もそれにかぶさってくると思うのです。私自身は

天皇が訪中されること自体それほど異を唱えるわけではないのですが、この問

題は日本の知識人の聞でも侃々誇々両論がありますが、少なくとも対外的に日
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本と中国がこの時期に一体化するというイメージをっくり出すことは、長期

にはマイナスが多いと思うんです。もし、天皇が訪中されるならば、そうで』

ない立場をもっと鮮明に出す中で、天皇訪中という問題も考えていく必要が

るのではないかと思います。

そういう意味では、天皇訪中問題についてはきのうの読売新聞も、これを

持する社説を書いてありましたが、そこに欠落している視点は、あくまでも

中関係というパイラテラルな座標軸の中だけでこの問題を依然として考えてし

る。｜それは当然、今回の天皇訪中の問題で賛否両論の議論自身が、依然とし

日中関係の中の賄罪論とか、あるいは日本軍国主義論とか、それからまた逆γ

中国の日本に対する内政干渉であるとか、その枠組みだけで繰り返されている

わけで、もっと国際的というか世界的な視点の中でこの問題を見るという議論

が余りないのはちょっと気にかかるところであって、その辺が日本の対応とし

て今後重要な問題ではないかと思 います。 (flitjz.j6.z.り

3 . ：アジアに国家主権追求の動き

西原 今、私は東南アジア情勢を大きく見て、特に安全保障の観点から考え

てみたいと思います。そして日本の対応ということを考えてみたいと思うんで

す。｜今、中嶋先生からもご指摘がありましたように、地図を見ますと、東アジ

アの太平洋側に、一大経済ゾーンができているように思うんです。韓国、日本

台湾、香港、それからA SEA Nがあって、それぞれの経済的な魅力が韓国か

ら山東半島、台湾から上海、福建省、それから香港を中心にして広州以東とい

うような形で一種のゾーンができている。カリフォルニアのスカラピーノ教授

は、
｜
それをナチュラル・エコノミッ ク・テリトリーという言い方をしています

一般にこういう動きがあって、もう一つはボーダーレスな傾向、それから国家

主権を中心と追求する動きも、同時にこの地域で、はまだまだ起きているようで

す。｜一方では、そういう経済がうまく進められていく傾向がありますから、こ

れ対うまく進めば地域の安定にとっては比較的いいかもしれな いということが
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